
大学院農学生命科学研究科・農学部教授会 議事概要 

 

令和７年１１月２０日 

１５時００分～１７時００分 

Zoom によるオンライン開催 

 

出席教授  ８３名（議長を除く） 

出席准教授 ７２名 

 

○審議事項 

 

１．附属演習林 准教授に推薦について 

演習林長から説明があり、投票の結果、承認された。 

 

２．バイオマス化学大講座（材料）高分子材料学専攻分野 特任講師（特定有期）に推薦に 

ついて 

生物材料科学専攻長から説明があり、承認された。 

 

３．「先端アンチエイジング研究」社会連携講座 特任講師（特定有期）に推薦について 

応用生命化学専攻長から説明があり、承認された。 

 

４．農業・資源経済学専攻（講座・専攻分野を指定しない） 教授 選考委員会委員の 

選定について 

   農業・資源経済学専攻長から説明があり、承認された。 

 

５．農学国際専攻（分野を限定しない） 教授 選考委員会委員の選定について 

  農学国際専攻長から説明があり、承認された。 

 

６．臨床獣医学大講座（獣医）獣医外科学専攻分野 教授 選考委員会委員の選定について  

  獣医学専攻長から説明があり、承認された。 

 

７．教授ポストの運用（ダウンシフトの運用）について 

  応用生命工学専攻長から説明があり、承認された。 

 

 

 



 

８．生物分子工学大講座（応工）生物情報工学専攻分野 准教授 選考委員会委員の選定に 

 ついて 

  応用生命工学専攻長から説明があり、承認された。 

 

９．「五感が創発する肌・身体・こころの美」社会連携講座 特任准教授 選考委員会委員の

選定について 

  応用生命化学専攻長から説明があり、承認された。 

 

１０．教員の兼務について（新規） 

  研究科長から説明があり、承認された。 

  

１１．国際交流協定について 

  研究科長から説明があり、承認された。 

 

１２．食と動物のシステム科学寄付講座の更新について 

  研究科長から説明があり、承認された。 

 

１３．食ウェルビーイング統合科学社会連携講座の新設について 

  研究科長から説明があり、承認された。 

 

１４．人とペットと環境のウェルビーイングのための食研究社会連携講座の新設について 

  研究科長から説明があり、承認された。 

 

○報告事項 

 

１．基礎生物学領域大講座（生物）生物測定学専攻分野 特任助教（特定有期）に推薦に 

ついて 

  生産・環境生物学専攻長から報告があった。 

 

２．国際動物生産学大講座（農国）国際水産開発学専攻分野 特任助教（特定有期）に推薦

について 

  農学国際専攻長から報告があった。 

 

３．教職員倫理について 

  総務課長から報告があった。 



 

４．オンキャンパスジョブに関するアンケート結果と対応方針について 

  岩田副研究科長から報告があった。 

 

５．裁量労働従事者の勤務状況報告打刻フォームについて 

  研究科長から報告があった。 

 

６．One Earth Guardians育成プログラム活動報告について 

  研究科長から報告があった。 

 

７．その他  

  ・「ライフサイエンス実験適正化強化月間」の取組について 

・「年５日」の年次有給休暇の確実な取得に向けた取組について 

研究科長から報告があった。 

 


